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2021年度 生命保険に関する研究助成制度助成者の決定 

 
公益財団法人生命保険文化センター（代表理事・浅野僚也）では、学術振興事業の一環といたし

まして、主として若手研究者の生命保険およびこれに関連する研究を支援することを目的として、

2001 年度から助成金による学術助成事業を行っております。また、今年度より若手研究者に加え、

若干名の一般研究者（教授職）にも助成を行うこととしております。 

当センター内に設置しております学識者を委員とする「学術振興委員会」における審議を経て、

今年度は下記の19件に助成を行うことを決定いたしました。 

 

注）研究助成制度につきましては、当センターホームページに掲載しております。 

（https://www.jili.or.jp/research/josei/） 

 

記 

2021年度 助成者・研究テーマ 

(氏名五十音順にて掲載) 
【若手研究者】

 

№ 氏　　名 大学・学部 役職 研 究 テ ー マ

1 石上　敬子
近畿大学
法学部

准教授
約款の内容規制における考慮事由としての抽象的利益
―ドイツにおける Allgemeininteressen をめぐる議論を契機に

2 伊藤 晴祥
青山学院大学大学院
国際マネジメント研究科

准教授 サステナブルインシュランスの実現可能性に関する研究

3 王　学士
高岡法科大学
法学部

専任講師
重大事由解除における「詐欺」の意義
：公法と私法の交錯の視点

4 壁谷　順之
長崎県立大学
地域創造学部

准教授
企業年金システムと経営者の裁量的行動に関する研究
―会計基準変更前後の確定拠出年金の国際比較を中心として―

5 川本　晃史
順天堂大学
医学部
放射線治療学講座

助教
コロナ禍における乳癌術後放射線治療を受ける患者の生命保険加入状況と
短期的放射線治療による生命保険金給付の調査

6 酒井　郷平
東洋英和女学院大学
国際社会学部

講師
「生命保険を題材とした授業」を考えさせる大学生向け教育プログラムの開発
－「総合的な学習の時間」における現代的な課題を指導できる教員養成を目
指して－

7 坂井　晃介
東京大学大学院
総合文化研究科国際社
会科学専攻

助教
近代ドイツポリツァイ学における保険論
－私的保険企業への国家介入をめぐって

8
サランゲレル
バトバヤル

九州大学大学院
法学研究院

訪問研究員 保険約款と消費者保護の関係～日本とモンゴルの比較研究

9 冨田　洋介
東洋学園大学
現代経営学部

准教授
生命保険会社におけるリスクと法の起源
－支払準備金、運用資産、保険料収入に関する国際比較－

10 長澤　昇平
東京都立大学大学院
経営学研究科

博士研究員 不妊治療における治療費負担の実情と公私保険の役割について

11 長島　光一
帝京大学
法学部

講師
生命保険訴訟における医療診断とその評価についての研究
――保険法と医事法の交錯としての医療をめぐる判断――
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【一般研究者】 

 
 

 
以 上 

 
 

藤井　陽一朗
明治大学
商学部

専任准教授

尾﨑　祐介
早稲田大学
商学部

准教授

堀　治彦
九州情報大学
経営情報学部

助教

宮崎　裕士
九州情報大学
経営情報学部

講師

14 三宅　新
北海道大学大学院
法学研究科

准教授 危険増加法理と重大事由解除における免責の関係

15 吉田　悦章
京都大学大学院
アジア・アフリカ地域研
究研究科

特任准教授
P2P型生命保険とタカフル（イスラム保険）の類似性検証を踏まえたインシュア
テックの社会価値創出機能の探求：生命保険のユニバーサル（＝宗教を超越
した）デザインを求めて

12
家計内でのリスク分散と保険需要
―介護保険パズルの解消に向けた一考察―

13
生命保険料控除制度改正にかかる試論
―退職所得控除の今日的意義を交えて―

№ 氏　　名 大学・学部 役職 研 究 テ ー マ

1 安部　和彦
国際医療福祉大学大学院
医療福祉学研究科医療経
営管理分野

教授
生命保険契約を用いた租税回避行為に関する研究：裁判例・裁決事例の検
討を中心にして

2 諏澤　吉彦
京都産業大学
経営学部

教授
健康増進型医療保険が生命保険会社の財務状況に与える影響
―国際保険資本基準と健康保険組合データに基づく分析―

3 中村　信男
早稲田大学
商学学術院

教授
任意加入型団体保険契約における二重構造問題に対する法的解決方策の
再検討

4 広瀬　純夫
信州大学経法学部
応用経済学科

教授
少子化の一因である未婚化の進展と就業環境との関係についての実証研究
による検証
上記研究を基に，人生設計の変化が保険加入行動に与えた影響の考察

本件に関するお問い合わせ先 
〒100-0005 千代田区丸の内3-4-1 
公益財団法人 生命保険文化センター 
保険研究室 研究助成係（℡：03-5220-8512） 


